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元服之次第 (婿 ･嫁取之次第を含む) 万朕
方之次第 通い之次第 酌之次第 請取渡之















































































































































































































































































































































































































































































































た染色)はく (金箔､銀箔)などは 女房 児
など 若衆などは苦しからず候が 年たけたる
男は然るべからず候 ただ男は若きも老いたる
も白の唯子似合い候｣
｢年寄りたる人 すき素襖に 紅梅など着ら
れ候事 さも候｣｢大双子J
これは､武家社会におけるおしゃれ感がうか
がえる部分である｡
衣裳の色は､年齢よりすこし地味めのものを
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よしとし､若づくりをして目立つことをいまし
めている｡また､流行の派手なものや､箔など
のきらびやかなものは､女性や､こども､若い
者はよいが､一人前の男性が着る物ではないと
し､白惟子が似合うといっている｡
質実剛健の時代の精神性をおしゃれの中にも
感じられることは､興味がある｡高齢者のおしゃ
れにおよぶと､また違った粋なくだりがある｡
戦場におもむく時は､慎みとは逆に目立ついで
たちをよしとされていたようである｡
たとえば鉢巻きは､老若問わず黒色が良いと
されたが､白髪にははっきりと目立ち面白いと
評価し､透けて見えるすき素襖の下に､紅梅色
の下着をつけるのはしゃれたこととしている｡
｢春の素襖､袴のこと 柳色に染め わが家
の紋をつけ 柳を大形にするなり｣
｢夏の上下のこと 地を水色に染め 松を大
形にするなり｣
｢秋の上下のこと 朗色 本なり｣
｢冬の上下のこと 黒さが本なり｣
r万賎方之次第JI
これらは､季節に合わせた衣装の色について
書かれている｡春は､草木の萌え出ずる季節､
柳の芽吹く色を着ることで気持ちも新たになる｡
夏の暑さには､涼しそうな水色とし､ものみな
澄む秋は黄色､冬は黒色を着て寒さを凌いだの
である｡
日本の文化は､この美しい四季の恵みが基調
をなしていると言っても過言ではないであろう｡
衣装にも､季節感を取り入れることを忘れては
いない｡
本稿では､ほんの一部を取り上げただけでは
あるが､おしゃれの心遣いが､礼儀のひとつと
して､年齢により､時代精神により､季節によ
り､時と場合によって､細やかに書かれている
ことに､日本文化の美意識の高さを感じさせら
れる｡
この項では､日本人の美意識と思想を簡単に
取り上げてみたが､みだしなみというものが､
たんなる外見だけにとどまらないということが
理解できたのではないだろうか｡このような美
意識とみだしなみは､秘書実務という職務を通
して､自分を磨き､自己の改革をめざして､よ
り高い人間性を追及していく中で､自ずから備
わっていくのであろう｡
おわリに
本稿では簡単ではあるが､｢秘書実務｣教育
という立場から､日本の長い歴史の中で育まれ
てきた､日本人の心と形の相互関係を考察し､
一部分ではあるが､実践の場において役立っよ
うまとめてみた｡
日本人の生活のあらゆる面において､守り伝
えられて来た礼儀作法の中には､時代を越えて､
人間として最も大切な､相手のことを思いやる
｢心遣い｣が､基本精神として学ぶ事ができる｡
現代社会において稀薄になりつつある人間関係
を､少しでも回復する手掛かりになる事を期待
したい｡
小笠原流第32代の当主である､故 小笠原忠
統氏は､小笠原家に伝わる ｢伝書｣を研究し､
公開した｡日本文化の中で礼法が占めてきた歴
史的役割を知らせ､小笠原流礼法宗家として､
日本伝統の礼法の心を､現代のマナーに生かす
ための研究に従事し､多くの業績を残した｡
小笠原氏は､そのきっかけとなった気持ちを
｢礼儀やしつけの空自が､心の荒廃をもたらし
ているのではないかと憂慮する一万､800年と
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いう時を超えて伝えられてきた､礼法の-体系
を埋もれさすのに忍びず､なんとかこれを､日
本文化の財産の一つとして未来に生かし､継承
することができないものかという考えもあっで･｣
と記している｡
私は､この宗家である小笠原忠統氏に､小笠
原流礼法の教えを授かる機会に恵まれ､多くの
r伝書｣の心を学ばせて頂き､新しい時代への
光明を兄い出すことができた｡この幸せを心に
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刻み､深い感謝の念に絶えない｡
しかし､残念ながら小笠原忠統氏は､その志
を次世代に託し､1996年､享年77歳で他界され
た｡偶然にも最後となった講義で､新しい時代
に即した礼儀について論文をまとめるようにと､
言い残されたのである｡微力ではあるが､｢秘
書実務｣における今後の研究を通して､師の意
志を継承できれば幸いである｡
